
～

　

・
首
筋
、
脇
の
下
、
太
も
も
の
付

　
け
根
に
冷
た
い
タ
オ
ル
や
氷
を

　
あ
て
る
。

　

・
ス
ポ
ー
ツ
ド
リ
ン
ク
な
ど
を
飲

　
ま
せ
、
水
分
補
給
を
す
る
。

 

救
急
車
の
適
正
利
用
を

　
救
急
車
は
、
命
に
か
か
わ
る
よ

う
な
け
が
や
病
気
の
人
を
一
刻
も

早
く
病
院
に
搬
送
す
る
た
め
の
車

両
で
す
。

 

熱
中
症
に
注
意
し
ま
し
ょ
う

　　
昨
年
、
市
内
で
は
、
34
人
が
熱

中
症
で
病
院
へ
救
急
搬
送
さ
れ
て

い
ま
す
。

　
熱
中
症
は
、
炎
天
下
や
高
温
多

湿
の
状
況
下
で
、
発
汗
に
よ
る
脱

水
や
塩
分
不
足
に
よ
り
体
温
の
調

節
が
効
か
な
く
な
っ
た
状
態
で
発

症
し
ま
す
。
め
ま
い
や
頭
痛
、
痛

み
を
伴
う
筋
肉
の
け
い
れ
ん
な
ど

の
症
状
が
出
て
、
最
悪
の
場
合
、

死
に
至
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

家
の
中
で
じ
っ
と
し
て
い
て

も
、
室
温
や
湿
度
が
高
け
れ
ば
発

症
す
る
場
合
が
あ
る
た
め
、
注
意

が
必
要
で
す
。

　
気
象
庁
で
は
、
最
高
気
温
が
お

お
む
ね
35
℃
以
上
に
な
る
こ
と
が

予
想
さ
れ
る
場
合
に
「
高
温
注
意

報
」
を
発
表
し
、
熱
中
症
へ
の
注

意
を
呼
び
掛
け
て
い
ま
す
。

【
熱
中
症
の
予
防
対
策
】

　

・
十
分
な
睡
眠
を
と
る
。

　

・
日
差
し
が
強
い
時
は
、
外
出
を

　
控
え
る
。

　

・
高
齢
の
人
は
、
エ
ア
コ
ン
を
利

　
用
す
る
な
ど
、
室
内
の
温
度
調

　
節
を
心
掛
け
る
。

　

・
激
し
い
運
動
を
避
け
る
。

　

・
の
ど
が
渇
く
前
に
、
こ
ま
め
に

　
水
分
を
補
給
す
る
。

【
熱
中
症
の
応
急
手
当
】

　

・
日
陰
な
ど
涼
し
い
場
所
へ
移
動

　
さ
せ
、
衣
服
を
緩
め
る
。

　
家
庭
で
出
た
ご
み
は
、
で
き
る

だ
け
資
源
ご
み
と
し
て
分
別
し
、

分
別
で
き
な
い
も
の
は
、
市
の
ご

み
収
集
を
利
用
す
る
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。

　
ご
み
を
家
庭
で
燃
や
し
て
処
理

す
る
こ
と
は
、
一
部
の
例
外
を
除

き
法
律
で
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
物
を
燃
や
す
と
、
有
害
な
ダ
イ

オ
キ
シ
ン
類
が
発
生
す
る
可
能
性

が
あ
る
ほ
か
、
臭
い
や
煙
が
布
団

や
洗
濯
物
に
つ
い
た
り
、
吸
い
込

ん
で
気
分
が
悪
く
な
る
な
ど
、
周

囲
に
迷
惑
を
か
け
る
場
合
も
あ
り

ま
す
。

　
ま
た
、
風
の
あ
る
日
に
野
外
で

物
を
燃
や
す
と
、
火
災
の
原
因
と

な
る
危
険
性
が
あ
り
ま
す
。

　
例
外
的
に
野
外
焼
却
が
認
め
ら

れ
て
い
る
の
は
、
次
の
よ
う
な
場

合
の
み
で
す
。
た
だ
し
周
囲
の
環

境
や
天
候
、
時
間
帯
な
ど
に
十
分

注
意
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

・
農
業
や
漁
業
を
営
む
上
で
や
む

　
を
得
な
い
も
の
と
し
て
行
わ
れ

　
る
稲
わ
ら
や
海
産
物
な
ど
の
廃

　
棄
物
の
焼
却

　

・「
ど
ん
ど
焼
き
」
な
ど
風
俗
慣

　
習
上
必
要
な
廃
棄
物
の
焼
却

　

・
軽
微
な
た
き
火

　
な
お
、
家
庭
や
事
業
所
か
ら
出

る
ご
み
を
燃
や
す
と
廃
棄
物
処
理

法
違
反
と
な
り
、
罰
則
が
適
用
さ

れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

生
活
環
境
課

生
活
と
環
境

安
全
通
信

み
ん
な
の
広
場

ま
ち
の
話
題

知
っ
得
！
情
報

く
ら
し
の
情
報

ま
な
び
の
部
屋

健
康
ラ
イ
フ

　
昨
年
、
市
内
で
救
急
搬
送
し
た

１
、５
０
７
人
の
う
ち
５
５
６
人

が
入
院
を
要
し
な
い
軽
症
患
者
で

あ
り
、
全
体
の
約
35
％
を
占
め
て

い
ま
し
た
。

　
軽
症
者
を
搬
送
す
る
た
め
に
救

急
車
を
利
用
す
る
と
、
緊
急
性
が

あ
り
、
本
当
に
救
急
車
を
必
要
と

し
て
い
る
傷
病
者
へ
の
対
応
を
遅

ら
せ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
い
ま
一
度
、
救
急
車
の
適
正
利
用

に
つ
い
て
考
え
て
み
て
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先　

　

消
防
本
部
警
防
課

廃
棄
物
処
理
法
で
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す

野
外
焼
却
は
や
め
ま
し
ょ
う

　海上保安庁では、船舶海難を防止するため、マリン

レジャーシーズンを迎える７月 16 日（月・祝）から

31 日（火）までを「全国海難防止強調運動」期間とし

て、「海難ゼロへの願い」をスローガンに官民が一体と

なった海難防止運動を推進します。

▽自己救命策確保３つの基本

①海に出る際には、常にライフジャケットを着用する

②携帯電話は防水パックに入れ、携行する

③海の緊急電話は１１８番へ

　１１８番は、船舶電話、携帯電話、ＰＨＳ、公衆電

話などから利用できます。 

　海難人身事故に遭遇・目撃した場合のほか、油の排

出などを発見した場合や、不審船を発見した場合にも、

通報をお願いします。

　「いつ」「どこで」「なにがあったか」を簡潔に落ち着

いて通報してください。

■問い合わせ先

　海難防止強調運動玉野地区

　推進連絡会議

　玉野海上保安部

　☎０８６３ｰ３２ｰ３５８９

 

取
り
組
み
ま
し
ょ
う

 

夏
の
省
エ
ネ
対
策

　
環
境
省
で
は
、
毎
年
夏
至
の
日

と
７
月
７
日
に
ラ
イ
ト
ダ
ウ
ン

（
消
灯
）
を
呼
び
掛
け
る
「
夏
至

ラ
イ
ト
ダ
ウ
ン
（
ブ
ラ
ッ
ク
イ
ル

ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
）」
と
「
七
夕
ラ

イ
ト
ダ
ウ
ン
（
ク
ー
ル
ア
ー
ス
・

デ
ー
）」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
取
り
組
み
は
、
消
灯

す
る
こ
と
で
、
普
段
い
か
に
照
明

を
使
用
し
て
い
る
か
を
実
感
し
、

地
球
温
暖
化
問
題
に
つ
い
て
考
え

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　
昨
年
に
引
き
続
き
今
年
も
、
こ

の
２
日
間
に
加
え
、
特
に
電
力
消

費
量
の
増
え
る
夏
の
時
期
を
対
象

に
、
昼
も
夜
も
自
主
的
な
ラ
イ
ト

ダ
ウ
ン
を
行
う
よ
う
呼
び
掛
け
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

家
庭
で
も
ラ
イ
ト
ダ
ウ
ン
を

き
っ
か
け
に
地
球
温
暖
化
問
題
に

つ
い
て
考
え
、
必
要
の
な
い
照
明

や
電
気
器
具
は
、
こ
ま
め
に
電
源

を
切
る
な
ど
、
省
エ
ネ
に
取
り
組

ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

環
境
省
地
球
環
境
局

　

☎
０
３-

５
５
２
１-

８
３
４
１

あなたが主役！ ごみダイエット瀬戸内

消
防
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

海上保安庁のイメージキャラクタ－
うみまる・うーみん

全国海難防止強調運動　

― 自分の命は自分で守る ―

パ
チ
ッ

　夏は生ごみが臭いやすくなり、ごみ
出しを負担に感じている人も多いので
はないでしょうか。
　生ごみは、生ごみ処理機などを使う
と、ごみではなく肥料として活用する
ことができます。
　生ごみ処理機は、庭で使う場合や家
の中で使う場合など条件にあわせて選
択できるように、コンポストや乾燥式・
バイオ式などがあり、いずれも良質な
肥料を作ることができます。
　市役所１階ロビーで生ごみ処理機の
展示をしています。ぜひお立ち寄りく
ださい。
　一定の要件を満たす場合には、生ご

み処理機の購入金額
の２分の１を補助す
る制度があります
（コンポストについ
ては上限 3,000 円、
その他の生ごみ処理
機については上限
30,000円）。ぜひご活用ください。
　また、微生物の力で生ごみを分解す
る「ボカシ」を使った肥料の作り方や、
ダンボール箱を利用した「ダンボール
コンポスト」についても、本紙に折り
込みの緑色のチラシ「ごみダイエット
通信」に掲載しています。ぜひご覧く
ださい。

ごみ減量速報
　平成 24 年 4 ～５月における市民１人
１日あたりのごみ排出量は 762㌘で、基
準値 782㌘からの減量率は 2.6％でした。
　ごみ 30％減量での目標値 547㌘まで、
あと 218㌘です。
　これは、タマネギ（大き
め）１個分に相当します。
　引き続き、ごみの減量
にご協力をお願いします。
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